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【1 成果の概要】 
（1）土壌改良目標値（可給態リン酸 16mg/100ｇ、カリ飽和度 2％）を満たした大豆圃場で

は、リン酸、カリを従来施肥量より減らした補給型施肥にしても生育・収量は従来施肥
とほぼ同等です(表 1、図 1)。 

（2）補給型施肥にしても土壌中の可給態リン酸含量の大きな低下は見られません（図 2）。 
（3）交換性カリは従来施肥、補給型施肥ともに低下する場合があります（図 2）。 

 

 

       図 1. 子実収量             図 2.可給態リン酸、交換性カリの推移 

                              （前：栽培前、後：栽培後） 

【2 留意事項】 
（1）補給型施肥は土壌診断を行い、土壌改良目標値に達していることを確認した上で実施し

ます。また栽培後カリが減少する場合があるので、定期的な土壌診断を行うとともに、当
面は放射性セシウム吸収抑制対策が必要な地域ではカリの上乗せ施用を継続して下さい。 

（2）可給態リン酸含量が土壌改良目標値未満の圃場で栽培した場合、従来施肥および補給型
施肥いずれも収量水準が低下する場合があります（図 1）。このような圃場では土壌改良
を実施します。 
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